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課題の解決につながる仮説を設定し、 
検証実験の計画を立案できる生徒の育成 

―スモールステップ式実験計画書と段階的な支援を通して― 

 

課題解決の道筋を四つに分け、仮説の設定と実験計画をスモールステップで考える実験計画書を活用  

  

 

生徒の実態 

考えの道筋を整理して仮説を設定するのが苦手。 

検証実験の計画を立案することに慣れていない。 

 

目指す生徒像 

課題の解決につながる仮説を設定し、 

検証実験の計画を立案できる生徒 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験の手順作成場面で、授業を重ねる度に生徒が自ら考える内容を増やしていく段階的な支援  

成果 

・課題解決の道筋を整理することで、仮説を設定することがで

き、実験全体の見通しをもつことができた。 

・段階的な支援を繰り返すことで、生徒自ら実験の具体的な操

作を考え、計画を立案することができた。 

課題 

・仮説の設定場面で、独立変数と従属変数の関係をイメージで

きるように、既習事項を整理する必要がある。 

・生徒自ら検証計画を立案するためには、十分な時間を確保す

る必要があり、扱う内容を精選する必要がある。 

 

Step4 考察 

仮説と結果を照らし合わせて書く。 

Step3 結果 

結果は表やグラフ

を活用し、まとめ

方の見通しをもて

るようにする。 

手立て２ 

手立て１ 

 実践例 電流（第２学年・２学期）   学習課題：電圧と電流にはどのような関係があるのだろう？ 

１.回路に流れる電流の大きさの測定  

生徒が考える内容：道具と担当 

（教科書の実験計画で行う） 

２.回路に加わる電圧の大きさの測定 

生徒が考える内容：実験計画全体 

（教科書を参考にしながら立案する） 

 ３．電流と電圧にはどのような関係があるか 

生徒が考える内容： 

実験計画全体 

（道具を動かしながら 

自分たちで計画を立案する） 

 Step1 仮説の設定 

仮説の設定を 

① 課題に対する答えを予想 

② 独立変数の設定 

③ 従属変数の設定 

④ 仮説の設定 

に分けて、考えの道筋を整理 

できるようにする。 

る。 

Step2 実験計画【手順作成シート】 

・使える道具の一覧と実験の流れ（準備→装置を

組む→操作→記録→まとめ→片付け）を示す。 

・操作、担当、時間配分を記入する。 

段階的な支援 

授業を重ねる度に生徒が自ら考える 

内容を増やしていく。 

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

課題解決の

道筋を四つ

に分ける。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説の設定と 

実験計画を、 

スモールステッ

プで考える。 


